
II調査報告

1下甑島の植物相

下甑島は，上甑島・中甑島に比べ地形が複雑で，周囲56畑ほどの島に尾岳(604m),青瀬岳

(510m),口岳(488m)などの山地があり，海岸沿いには断崖力罫多い。

甑島の植物相については，鹿児島大学名誉教授の初島住彦氏によって，鹿児島植物同好会誌の

中で詳しく述べられている（鹿児島の植物第12号1992)。

その中には固有種としてサンコカンアオイ(Asarumtrigynum(F・Maek,)Araki),コシ

キギク(AsterkoshikiensisKitam.),コシキジマハギ(LespedzaargyrophyllaHatusima),

コシキチドリ(PonerorchismicropunctataF・Maek)の4種ｶざあげられている。

甑島には南方系の植物や北方系の植物が入り混ざっており，一部満鮮系の植物もみられる。

下甑島における今回の調査で確認された種は次の通りである。

(1)南方系の植物

リュウビンタイ，ヒロハノコギリシダ，アミシダ，ヌリトラノオ，クワノハエノキ（小笠原，

琉球～山口県)，アコウ，カカツガユ，ハドノキ，ヤッコソウ，ハチジョウイノコズチ，ヒメハ

マナデシコ（琉球から西は牛深，東は串間市までと愛媛県・和歌山県)，ミヤコジマツヅラフジ

（フィリッピンから西は山口県まで，東は和歌山県まで)，ビロードカジイチゴ（琉球から西は

山口県まで，東は紀伊半島・伊豆七島まで)，ハマセンダン，コクテンギ，モクレイシ，ショウ

ベンノキ（台湾から西は長崎県まで，東は大分県までと四国南端)，ナンゴクオオクマヤナギ，

アカミノヤブガラシ（中国南部・琉球から鹿児島県まで)，ナシカズラ，フカノキ（フィリッピ

ンから西は甑島，東は宮崎県まで)，モクタチバナ，シマイズセンリョウ（インドシナ半島から

西は甑島，東は宮崎県まで）トキワガキ，ナタオレノキ，トキワカモメヅル，ツルモウリンカ

（琉球から西は長崎県まで，東は愛媛県まで)，ノアサガオ，グンバイヒルガオ，オオムラサキ

シキブ，ヒメキランソウ（台湾・琉球から九州西海岸，北九州市まで)，ハマトラノオ（琉球・

宇治群島・甑島から長崎県の男女群島まで)，オオカラスウリ，オイランアザミ，ヤマヒヨド

リ，リュウキュウチク（琉球から鹿児島県本土と甑島まで)，コウライシバ，キキョウラン，カ

ノコユリ（中国南部・台湾・鹿児島県・長崎県)，サツマサンキライ，ハマサルトリイバラ，ア

オノクマタケラン，ナギラン，カゴメラン。

(2)北方系の植物

コバノイシカグマ，ヤマグヮ，ツメレンケ（中国東北部・朝鮮，関東以西，鹿児島県は佐多岬

までで稀)，ゴトウズル，シラキ，ウリハダカエデ，ホタルブクロ（中国・朝鮮，北海道～九

州，鹿児島県の甑島)，ニシノヤマタイミンガサ（岐阜県以西～九州，鹿児島県は大口・栗野岳

・下甑島の尾岳)。

(3)満鮮系の植物

ダンギク（中国・台湾・朝鮮，長崎県，鹿児島県の甑島・串木野)，ダルマギク（ウスリー・

朝鮮，本州の中国地方日本海側，長崎県，鹿児島県の甑島・串木野）
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(4)下甑島植物目録

今回の調査（1994年9月23日～9月25日,10月7日～10月10日）で，大野・寺田・池田によっ

て確認されたものを記載した。

シダ植物

ヒカケノカズラ科：ミズスギ，ヒカゲノカズラ，トウケシバ

イワヒバ科：カタヒバ

ハナヤスリ科：オオハナワラビ

リュウビンタイ科：リュウビンタイ

ゼンマイ科：ゼンマイ，シロヤマゼンマイ

カニクサ科：カニクサ

ウラジロ科：コシダ，ウラジロ

ワラビ科：イワガネゼンマイ，イワガネソウ，フモトシダ，イシカグマ，タチシノブ，ワラビ，

アマクサシダ，オオバノハチジョウシダ，ハチジョウシダ，ナチシダ，ホラシノブ

シノブ科：タマシダ

キジノオシダ科：タカサゴキジノオ

オシダ科：ホソバカナワラビ，コバノカナワラビ，カツモウイノデ，ヒロハノコギリシダ，シロ

ヤマシダ，ミヤマノコギリシダ，ヘラシダ，コクモウクジャク，ツクシイワヘゴ，ナ

ガサキシダ，ヒメイタチシダ，イノデ，オリヅルシダ，ミゾシダ，アミシダ，ホシ

ダ，ケホシダ，ヒメワラビ，テツホシダ，ノコギリシダ

シシガラシ科：ハチジョウカグマ，オオカグマ

チャセンシダ科：ヌリトラノオ

ウラボシ科：イワヒトデ，オオイワヒトデ，ミツデウラボシ，マメヅタ，ヌカボシクリハラン，

ヒトツバ，ノキシノブ

種子植物

裸子植物

ソテツ科：ソテツ

マキ科：イヌマキ

マツ科：クロマツ

被子植物

双子葉植物

離弁花類

ドクダミ科：ドクダミ，ハンケショウ

コショウ科：フウトウカズラ

センリョウ科：センリョウ

ヤナギ科：ヤマヤナギ

ヤマモモ科：ヤマモモ

ブナ科：イタジイ，マテバシイ，アカガシ，ウバメガシ

ニレ科：クワノハエノキ，エノキ

クワ科：コウゾ，カジノキ，イヌビワ，オオイタビ，アコウ，カカツガユ，ヤマグワ，イタビカ

ズラ
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アサ科：カナムグラ

イラクサ科：ヤブマオ，カラムシ，メヤブマオ，オニヤブマオ，ヤナギイチゴ，ハドノキ，サン

ショウソウ，オオサンショウソウ，キミズ，ミヤマミズ

ヤドリギ科：ヒノキバヤドリギ

ヤッコソウ科：ヤッコソウ

ツチトリモチ科：ツチトリモチ（尾岳）

タデ科：シロバナサクラダテ，イヌタデ，ハルタデ，ミズヒキ，オオイヌタデ，ホソバノウナギ

ツカミ，アキノウナギツカミ，ママコノシリヌグイ，ツルソバ，ギシギシ

アカザ科：ケアリタソウ

ヒユ科：ハチジョウイノコズチ，イノコズチ，ヒナタイノコズチ

オシロイバナ科：オシロイバナ

ザクロソウ科：ザクロソウ，ツルナ

ナデシコ科：ヒメハマナデシコ，ハマナデシコ

キンポウケ科：コバノボタン､ゾル，センニンソウ

アケビ科：ムベ

ツヅラフジ科：アオツヅラフジ，ミヤコジマツヅラフジ（片野浦)，オオツヅラフジ，ハスノハ

カズラ

モクレン科：サネカズラ，オガタマノキ，シキミ

クスノキ科：クスノキ，ヤブニッケイ，バリバリノキ，カゴノキ，アオモジ，ハマビワ，イヌガ

シ，シロダモ，ホソバタブ，タブノキ

ベンケイソウ科：ツメレンケ（吹切浦，藺牟田)，タイトゴメ，シママンネングサ

ユキノシタ科：マルバウツギ，ゴトウヅル，コンテリギ

トベラ科：トベラ

マンサク科：イスノキ

バラ科：キンミズヒキ，ヘビイチゴ，ダイコンソウ，ヤマザクラ，バクチノキ，シャリンバイ，

ノイバラ，テリハノイバラ，クサイチゴ，ナワシロイチゴ，ビロードカジイチゴ，ホウ

ロクイチゴ，フユイチゴ，ナガバノモミジイチゴ

マメ科：クサネム，ネムノキ，イタチハギ，ヤブマメ，ハマナタマメ，カワラケツメイ，タヌキ

マメ，シバハギ，オオバヌスビトハギ，ヌスビトハギ，ヒメクズ，コマツナギ，ヤハズ

ソウ，ヤマハギ，メドハギ，ハイメドハギ，マルバハギ，ネコハギ，ミヤコグサ，ナツ

ーフジ，クズ，タンキリマメ，シロツメクサ，ミヤマトベラ

フウロソウ科：ケンノショウコ

カタバミ科：カタバミ

ミカン科：タチバナ，ハマセンダン，ミヤマシキミ，ツルシキミ，カラスザンショウ，イヌザン

ショウ

センダン科：センダン

トウダイグサ科：エノキグサ，ヒメユズリハ，カンコノキ，アカメガシワ，ヤマアイ，シラキ

ウルシ科：ヌルデ，ハゼノキ

モチノキ科：クロガネモチ

ニシキギ科：テリハツルウメモドキ，ツルマサキ，マサキ，コクテンギ，モクレイシ
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ミツバウツギ科：ゴンズイ，ショウベンノキ

カエデ科：ウリハダカエデ

アワブキ科：ヤマビワ

クロウメモドキ科：クマヤナギ，ナンゴクオオクマヤナギ

ブドウ科：ノブドウ，アカミノヤブラシ，ヤブガラシ，ツタ，エビヅル

ホルトノキ科：コバンモチ，ホルトノキ

アオイ科：キンゴジカ，フヨウ

マタタビ科：ナシカズラ

ツバキ科：ヤブツバキ，サザンカ，サカキ，ハマヒサカキ，ヒサカキ，モッコク

オトギリソウ科：オトギリソウ，ヒメオトギリソウ

スミレ科：タチツボスミレ，スミレ，コミヤマスミレ

キブシ科：ナンバンキブシ

ジンチョウケ科：イヌガンピ，キガンピ

グミ科：ツルグミ，ナワシログミ，アキグミ，マルバアキグミ，マルバグミ

ヒシ科：ヒシ

アカバナ科：コマツヨイグサ

ウコギ科：ウド，カクレミノ，ヤツデ，キヅタ，トチバニンジン，フカノキ

セリ科：ツボクサ，ノチドメ，チドメグサ，セリ，ボタンボウフウ，ウマノミツバ，ヤブジラミ

ミズキ科：アオキ

合弁花類

ツツジ科：ヤマツツジ，シャシャンポ

ヤブコウジ科：マンリョウ，カラタチバナ，ヤブコウジ，ツルコウジ，モクタチバナ，イズセン

リョウ，シマイズセンリョウ，タイミンタチバナ

サクラソウ科：オカトラノオ，コナスビ，ハマボッス

カキノキ科：トキワガキ

ハイノキ科：ミミズバイ，カンザブロウノキ，クロキ

エゴノキ科：エゴノキ

モクセイ科：ネズミモチ，ナタオレノキ（藺牟田）

フジウツギ科：ホウライカズラ（青瀬岳）

リンドウ科：センブリ

キョウチクトウ科：サカキカズラ，テイカカズラ

ガガイモ科：トウワタ，キジョラン，オキナワシタキヅル（青瀬岳)，トキワカモメヅル，ツル

モウリンカ

ヒルガオ科：ハマヒルガオ，アメリカネナシカズラ，ノアサガオ，グンバイヒルガオ

ムラサキ科：チシャノキ

クマツヅラ科：オオムラサキシキブ，ダンギク，クサギ，アマクサギ，ハマクサギ，ハマゴウ

シソ科：ヒメキランソウ，イヌトウバナ，ヤマハッカ，ヒキオコシ，ヒメジソ，アキノタムラソ

ウ，コバノタツナミ，ツルニガクサ

ナス科：コダチチョウセンアサガオ，クコ，ヒヨドリジョウゴ，イヌホウズキ

ゴマノハグサ科：メリケンムグラ，スズメノトウガラシ，ハマトラノオ，トラノオスズカケ
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ハマウツボ科：ナンバンギセル

イワタバコ科：イワタバコ

タヌキモ科：タヌキモ

キツネノマゴ科：オギノッメ，キツネノマゴ

オオバコ科：オオバコ

アカネ科：コバノニセジュズノキ，アリドウシ，クチナシ，ソナレムグラ，ヘクソカズラ

スイカズラ科：スイカズラ，ソクズ，ニワトコ，ハクサンボク，サンゴジュ

オミナエシ科：オトコエシ

ウリ科：ゴキヅル，アマチャ､ゾル，カラスウリ，キカラスウリ，オオカラスウリ，スズメウリ

キキョウ科：サイヨウシャジン，ホタルブクロ，ツルニンジン，ミゾカクシ，ヒナギキョウ

キク科：ヌマダイコン，カワラヨモギ，オトコヨモギ，ヨモギ，イナカギク，ダルマギク，（吹

切浦，藺牟田）ホウキギク，アメリカセンダングサ，コバノセンダングサ，ニシノヤマ

タイミンガサ（尾岳)，ヤブタバコ，ガンクビソウ，サジガンクビソウ，オイランアザ

ミ，アレチノギク，ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギク，ホソバワダン，サツマノギ

ク，タカサブロウ，ヤマヒヨドリ，ツワブキ，チチコグサ，ハマベノギク，ソナレノギ

ク，ヨメナ，アキノノケシ，シュウブンソウ，コメナモミ，ツクシメナモミ，セイタカ

アワダチソウ，アキノキリンソウ，クマノギク，ノ､マグルマ，ヤクシソウ，オニタビラ

コ，トキンソウ

単子葉植物

ミクリ科：ミクリ（中山）

イネ科：カモジグサ，コブナグサ，ダンチク，ホウライチク，ヤマカモジグサ，ヒメアブラスス

キ，ジュズダマ，オカルカヤ，ギョウギシバ，メヒシバ，コメヒシバ，ヘンリーメヒシ

バ，アキメヒシバ，イヌビエ，タイヌビエ，オヒシバ，カゼクサ，ナルコビエ，コバノ

ウシノシッペイ，チガヤ，チゴザサ，ケカモノハシ，ササクサ，トキワススキ，スス

キ，ハチジョウススキ，チヂミザサ，ヌカキビ，ハイキビ，キシュウスズメノヒエ，ス

ズメノコビエ，チカラシバ，クサヨシ，ホテイチク，ヨシ，ツルヨシ，ギボウシノ，

リュウキュウチク，メダケ，ヤダケ，イタチガヤ，ハイヌメリ，キンエノコロ，ハマエ

ノコロ，ネズミノオ，シバ，コウライシバ，ナガミノオニシバ

カヤツリグサ科：シラスケ，ハマアオスケ，コゴメスゲ，コウボウムギ，コウボウシバ，ヒトモ

トススキ，ヒメクグ，クグガヤツリ，クグ，ヒナガヤツリ，アゼガヤツリ，コアゼガヤ

ツリ，コゴメガヤツリ，シチトウイ，カヤツリグサ，オニガヤツリ，イガガヤツリ，ハ

マスケ，クグテンツキ，ヒデリコ，イヌホタルイ

サトイモ科：マムシグサ

ツユクサ科：マルバツユクサ，ツユクサ，イボクサ，ヤブミョウガ

イグサ科：イ

ユリ科：クサスギカズラ，シライトソウ，キキョウラン，ハマカンゾウ，カノコユリ，ヤブラ

ン，オモト，ツルボ，サツマサンキライ，ハマサルトリイバラ

ヒガンバナ科：ハマオモト

アヤメ科：ニワゼキショウ，ヒメヒオウギズイセン

ヤマノイモ科：ヤマノイモ，ヒメドコロ，ニガカシュウ
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ショウガ科：アオノクマタケラン，

ラン科：オナガエビネ，ナギラン，

ラ，コクラン

ハナミョウガ

カキラン，ハチジョウシュスラン，カゴメラン，ミヤマウズ
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2下甑島の植生

(1)植生の概要

甑島は串木野市の西方約20畑の海上に浮かぶ上甑島，中甑島，下甑島の三島を主とする列島で

ある。

上甑島の最高点は遠目木山の423.3mで，峰の山(383.3m),橋掛山(296.4m)などがあり，

平地はきわめて狭小である。山地の多くは開墾されたり，伐採されたりしてきているので自然林

は殆ど残存せず，タブノキやマテバシイ，スダジイなどを主とする二次林となっているが，クロ

マツ植林も多く，ススキ草原も諸所にみられる。急峻な海岸地帯の岩崖地には風衝低木林のウバ

メガシ林が発達し，シャリンバイやハマヒサカキ，トベラなどを主とする群落などが見られる。

長目の浜の礫地海岸にもウバメガシ林が発達している。里村と中甑村境にはヘゴの自生地があり

国指定天然記念物となっているが，その他にも諸所にヘゴの自生を見ることができる。須口池，

鍬崎池，貝池，海鼠池（塩水湖）の周囲や集落地周辺の水湿地には湿性植物群落が見られる。海

岸の砂礫地には砂丘植物の群落も小規模ながら発達している。

中甑島には木の口山（294.3m)と浮墨山(276m)があり，大部分はススキ草原となっていて

二次林やクロマツ植林も見られる。西側の急峻な海岸岩崖地にはウバメガシ群落が発達してい

る。

下甑島は甑島列島で最も広く，最高点の尾岳（604.3m)や青潮岳(510.8m),谷山(446.4

m),口岳(487.9m),勝山(391m)などがほぼ南北に並んで脊稜山脈をなしていて自然林も多

く残存している。低山地のタブ林や中腹部のスダジイ林は良好な林分を各地に見ることができる

が，高山地（尾岳山頂部）のイスノキを主とする群落は周囲がひどく破壊されてきわめて狭小に

なってしまっている。マテバシイの優占する二次林も広く見られる。海岸の急峻な岩崖地には風

衝低木林のウバメガシ林が発達し，リュウキュウチク林も各地に見られる。瀬尾には国指定天然

記念物のヘゴの自生地がある。クロマツの植林も各地に見られ，ススキ草原や放牧地も点在して

いる。吹切浦の倭性低木一ススキ草原には珍種のダルマギクの自生をみることができる。藺牟田

部落や手打部落付近の水湿地には湿性植物群落が見られ，小牟田の池沼には小規模ながら水生植

物群落も発達している。手打の海岸には砂丘植生が発達し，サツマノギクやボタンボウフウを主

とする岩崖地植生が海岸岩地には見られる。

(2)植物群落

①タブ林（表－1）（図－1，2）

下甑島の長浜の海岸にアコウータブ群落が発達している。下層にはハマビワ，モクタチバナ，

フカノキ，ヤブニッケイ，ヤブツバキ，ノアサガオ，フウトウカズラ，クワズイモ，イシカグ

マ，オニヤブソテツなどが生育している。集落内に発達している林分なので種組成的には不明な

点もあるカゴ，アコウ，タブノキ，モクタチバナ，フカノキ，ノアサガオ，フウトウカズラ，クワ

ズイモなどによって構成されており，最も亜熱帯的色彩の強い群落の特徴を示している。

タブノキの優占する群落について下甑島の樫木（尾岳）や牧山などにおいて調査された。高木

層や亜高木層はタブノキの他にスダジイ，ヤブツバキ，ヤブニッケイ，コバンモチなどによって

構成され，低木層にはシマイズセンリョウ，ハクサンボク，オガタマノキ，モクレイシ，アオ
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キ，ミヤマシキミ，ヒサカキ，ネズミモチなどが常在的に優占している。草本層にはフウトウカ

ズラ，テイカカズラ，ハナミョウガ，アオノクマタケラン，コクラン，オオイワヒトデ，サツマ

サンキライなどが優占的に成育している。鹿児島県のタブ林の多くはムサシアブミータブ群集と

してまとめられている。標徴種にはバクチノキ，モクタチバナ，アオノクマタケラン，ハマビワ

などが，また区分種にはムサシアブミ，ノシラン，オオイワヒトデなどがあげられている。

下甑島の長浜の神社でホルトノキの優占する群落が認められる。高木層はホルトノキの他にタ

ブノキとヤブニッケイが混生し，亜高木層にはスダジイ，ミミズバイ，フカノキ，ヒサカキ，イ

ヌビワ，ホルトノキなどが優占している。低木層にはモクタチバナ，ヤブニッケイ，ヤブツバ

キ，タブノキ，クロキ，オオムラサキシキブなどの優占度ｶざ高く，草本層にはアオノクマタケラ

ン，テイカカズラ，オオイワヒトデ，フウトウカズラ，ツルコウジ，コバノカナワラビなどが優

占している。鹿児島県におけるホルトノキ群落については資料がまだ十分整っていない。

②スダジイ林（表－1）（図－3）

下甑島の手打で調査された林分はやや乾性的な立地で，群落を構成する種数も割り合いに少な

くて単調である。高木層はスダジイの優占度力爵極めて高く，タブノキ，マテバシイ，ホルトノ

キ，ハゼノキが混生している。亜高木層にはヤブツバキ，ネズミモチ，ヤマモモ，タイミンタチ

バナ，クチナシなどが見られ，低木層はハクサンボク，ヒサカキ，タイミンタチバナ，シマイズ

センリョウ，クチナシ，ヤツデ，サツマサンキライ，オオムラサキシキブなど力罫優占している。

草本層はアオノクマタケラン，ヤブラン，テイカカズラ，ツルコウジ，イタチシダ，ツワブキ，

コクランなど力:生育している。鹿児島県本土のシイ林はミミズバイ，オガタマノキ，ヤマビワ，

ヤマモモ，ミサオノキ，ルリミノキ，イチイガシを標徴種とし，センリョウを区分種としてミミ

ズバイースダジイ群集としてまとめられている。甑島列島のシイ林はミミズバイースダジイ群集

の優占種群の多くを欠いているが，群落の主要構成種群を検討するとミミズバイースダジイ群集

の典型亜群集に含まれる群落と理解される。

③マテバシイ林（表－2）（図－4）

甑島列島は海洋性小島喚であるから林内は予想よりも乾燥しているものと察せられる。また，

島の面積や平地の割に人口が多かったので古くから開墾や伐採などの人的干渉を絶えず受けてき

たことだろう。そのため，森林は乾性化して貧化し，群落の種組成も単純化していったものと考

えられる。上甑島においても下甑島においてもマテバシイ林が広い面積を占めて発達しているの

はそのためだろう。もともとマテバシイ林はミミズバイースダジイ群集が人為的影響を受けた跡

地に二次的に成立する性格をもっている。従ってマテバシイ林はミミズバイースダジイ群集の成

立する立地よりもより乾性的な立地に群落構成種群のより少ない単純な群落を形成している。上

甑島の遠目木山において調査された林分では高木層はマテバシイの優占度力極めて高く，その他

にはスダジイやイスノキ，コバンモチが混生している。亜高木層はヤブツバキの優占度力ざ高い他

はタブノキ，タイミンタチバナ，シロダモ，ネズミモチ，ヤブニッケイなどが見られる。低木層

にはヤブツバキ，イスノキ，アオキの他はタイミンタチバナ，ヒサカキ，ハクサンボク，サツマ

ルリミノキ，イヌガシ，ミミズバイ，ヒメユズリハなどが生育している。草本層にはコバノカナ

ワラビ，オオカグマ，ヒメアリドウシ，ツワブキ，アオノクマタケランなどの生育力認められる。

④イス林

尾岳山頂部北側斜面にイスノキ林が残存している。高木層はイスノキ，スダジイ，タブノキ，

ホソバタブ，ヤブニッケイ，コバンモチ，シロダモなどが混生し，亜高木層にはヤブツバキ，夕
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イミンタチバナ，クロキ，ヒメユズリハ，ナタオレノキ，ショウベンノキ，バリバリノキ，フカ

ノキ，サカキ，モッコクなどが優占している。低木層にはハクサンボク，ヤツデ，ネズミモチ，

モクレイシ，アオキ，ミミズバイ，イズセンリョウ，クロキ，ヒサカキ，ヒメアリドウシ，ホウ

ライカズラ，サカキカズラ，ハマニンドウなどが優占的に生育している。草本層はコバノカナワ

ラビ，ホソバカナワラビ，カツモウイノデ，アオノクマタケラン，ハナミョウガ，オモト，モロ

コシソウ，カゴメラン，フウトウカズラ，テイカカズラ，フユイチゴ，サネカズラ，ツルコウ

ジ，トキワカモメヅル，サツマサンキライ，イタビカズラなどによって優占されている。この林

分はウラジロガシを欠いている力ざバリバリノキ，ハイノキ，サンゴジュ，イスノキを標徴種とす

るイスノキーウラジロガシ群集に含まれる群落と見られる。

⑤風衝低木林（表－1）

海岸の先端部，岬，断崖地，山の急崖地などには大木となる広葉樹林は発達できず，小葉性で

葉力ざ厚くて堅い硬葉樹を主とする風衝低木林が発達する。

アウバメガシ林（表－1）

甑島列島の海岸の多くは断崖となっている。風衝地のため乾燥が激しく，潮風の影響が強く，

表土は浅くて腐植質が少ないので植物の生長は悪くて樹高は極めて低い。また，特に風衝の強い

所ではマッキー状になり，一定方向だけからの風を受ける所では風成型をなしている。上甑島の

茅牟田崎では低木層はウバメガシの優占度が高く，シャシャンポ，ヒサカキ，カンコノキ，シャ

リンバイ，ハクサンボク，テリハノイバラなどが混生し，下層にはコシダ，ツワブキ，サッマノ

ギク，ススキ，チガヤ，ワラビ，ホソバワダン，コバノタツナミソウなどが生育している。

長目の浜の海岸の平坦な礫地にウバメガシ林が発達している。低木層はウバメガシカ:優占し，

その他にシャリンバイ，トベラ，ネズミモチ，マサキ，コクテンギ，ナワシログミ，アオツヅラ

フジ，キダチニンドウなどが混生している。下層にはハチジョウススキゥサツマノギク，ヒメハ

マナデシコ，キケマン，サルトリイバラ，タイトゴメなどが生育している。これらのウバメガシ

林はトベラーウバメガシ群集にまとめられている。

イマサキートベラ群集（表－1）

マサキートベラ群集はマサキ，トベラ，シャリンバイ，ハマヒサカキなどを主要構成種として

いること力ざ多い°鹿島村の吹切浦ではシャリンバイ，トベラ，ハマビワ，ヤブッバキなど力ざ混生

し，ハマナタマメ，クサスギカズラ，テリハツルウメモドキ，アオツヅラフジ，ヘクソカズラ，

センニンソウ，エビヅルなどの蔓性植物，下層にサツマノギク，ハチジョウススキ，メドハギ，

キキョウラン，カノコユリなど力ざ生育している群落力釘発達している。

ウハマビワ群落（表－1）

海岸の風衝の断崖地に見られるハマビワ群落はハマビワ，マサキ，オニヤブソテツを標徴種と

してオニヤブソテツーハマビワ群集にまとめられている。鹿島村平瀬崎には低木層にハマビワ，

ヤブニッケイ，シャリンバイ，ヤブツバキ，ウバメガシ，マサキ，ネズミモチ，マルバグミなど

ｶぎ優占し，下層にノシラン，ヤブラン，オニヤブソテツ，ツワブキ，アオノクマタケラン，サツ

マノギク，クサスギカズラ，など力欝生育する群落が見られる。

⑥竹林（表－2）

アリユウキュウチク群落

リュウキュウチクは琉球列島から奄美諸島，トカラ列島を経て甑島列島を分布の北限としてい

る植物である。甑島列島では各島に自生しており，密生した群落を形成している。下甑島の牧山
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で調査された資料では低木層はリュウキュウチクが著しく密生していてタブノキ，ヒサカキ，ヤ

マノイモ，モミジドコロなどが混生している。下層にはツワブキ，ヤブラン，タンキリマメ，ア

オノクマタケラン，チヂミザサ，ホシダなどが辛うじて生育しているにすぎない。

イダンチク群落（表－2）

ダンチク群落は海岸地帯や水湿地周辺，渓流沿いなどに竿を密生した群落を形成する。下甑島

の青瀬では低木層はダンチクが密生してクズ，ニガガシュウ，ヤマノイモ，カラスウリ，ノアサ

ガオなどの蔓性植物が混生している。下層にはカラムシ，ホシダ，ヨモギ，ツルソバなどが生育

している群落力調査された。

その他にメダケ群落やホテイチク群落などが森林崩壊地，農耕放棄地，耕作地周辺などに低木

状の群落を形成している。集落地にはホウライチク群落も見られる。

⑦夏緑広葉二次林（表－2）（図－5，6）

森林崩壊跡地などには夏緑広葉低木樹を主とする二次林力ざ発達する。主な種類をあげると，ネ

ムノキ，アカメガシワ，イヌビワ，タラノキ，フヨウ，カンコノキ，カジノキ，アオモジ，エゴ

ノキ，ショウロウクサギ，カラスザンショウ，イヌザンショウ，ナンバンキブシ，テリハノイバ

ラなどと蔓植物のセンニンソウ，ヤマノイモ，キヅタ，ビナンカズラ，カラスウリ，コバノボタ

ンヅル，ヘクソカズラ，ナツフジ，カニクサなどがある。下甑島の瀬尾ではカジノキーホウロク

イチゴ優占群落力罫，同じく手打ではネムノキーアカメガシワ優占群落が，同じく牧山ではフヨウ

ーホシダ優占群落力ざ発達しているの力薗認められた。

⑧クロマツ植林（表－2）

上甑島でも中甑島でも下甑島でもクロマツの植林地が割に多い。植林群落はその群落に生育す

る植物の種類によってどのような立地に植林されたかを判断すること力罫できる。鹿島村山浦で調

査されたクロマツ林は亜高木層にはウバメガシが優占し，マテバシイ，スダジイ，タブノキ，ヤ

ブツバキなどが見られ，低木層にはヒサカキ，ハクサンボク，ネズミモチ，シャリンバイ，イヌ

ビワタサルトリイバラなどが優占しており，草本層にはツワブキ，ビロードカジイチゴ，ヤブラ

ン，キンチャクアオイ，ササクサ，ススキなどが生育している。

⑨原野や路傍の植物群落（表－3）

森林伐採跡地や森林の縁辺部，畑放棄地，土捨て場，道路の切り通し，道路沿いなどには二次

的に或いは人工的に多様な植物群落が発達しているのをみることができる。

森林伐採跡地や森林の縁辺部にはクズ，サルトリイバラ，カナムグラ，ヤマノイモ，ヘクソカ

ズラ，モミジドコロなどの蔓植物とホウロクイチゴ，ナガバノモミジイチゴ，ビロードカジイチ

ゴ，マルバウツギ，コンテリギ，イヌビワ，アカメガシワ，ショウロウクサギなど力:混生するマ

ント群落やソデ群落が発達している。下甑島の長浜にはクズに混じってノアサガオ，ツルソバ，

カラムシ，ヨモギなどが混生している群落力罫見られる。

森林伐採跡地や放牧地にはハチジョウススキを主とする人為的な草地群落が見られる。地形的

・地質的条件によってできる自然草原が鹿島村吹切浦などに発達している。ハチジョウススキの

他にホソバワダン，ハマナタマメ，サツマノギク，テリハノイバラ，ホウロクイチゴ，ボタンボ

ウフウ，ケカモノハシ，ツワブキ，ヘクソカズラ，ノ､スノハカズラ，ハマサルトリイバラ，エビ

ヅル，クサスギカズラなどが混生している。

道路沿いの空き地にはチカラシバやカゼクサ，ネズミノオなどに混じってチドメグサ，ニシキ

ソウ，オオバコ，シロツメクサ，カタバミなど力ざ生えている草地群落が見られる。絶えず人畜や
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車などの影響を強く受けていて踏み跡群落とも言われている群落もある。

各地の道路沿いの切土斜面にはイタチガヤーホラシノブ群落が発達している。下甑島樫木には

イタチガヤ，ホラシノブの他にハチジョウススキ，ゼンマイ，ミツデウラボシ，ツワブキ，ヨモ

ギ，オニタビラコ，ツルソバ，アキノタムラソウなどが混生している群落が発達している。コシ

ダやウラジロが優占し，ミズスギ，ハチジョウススキ，ホラシノブ，メドハギ，ヘクソカズラな

どが混生する群落もみられる。

⑩水湿地の植物群落（表－4）

甑島列島の各島は平地が少なく，水田や水湿地も少ない。しかし，小規模ながら池沼周辺の泥

湿地，水田の周囲の湿地，小渓流や溝などに湿性植物群落が発達している。下甑島の瀬瀬の浦で

シチトウイ群落とチゴザサ群落について調査された。シチトウイ群落はシチトウイの他にチゴザ

サ，ハイキビ，ミゾソバ，ギシギシ，コバノウシノシッペイなどによって群落が構成されてい

た。チゴザサ群落はチゴザサの他にハイキビ，コブナグサ，ヒンジガヤツリ，ツユクサ，イヌタ

デ，タカサブロウなどが主な群落構成種として生育している。同じく手打でもシチトウイ群落と

ハイキビ群落について調査された。ハイキビ群落はハイキビの他にシチトウイ，シロバナサクラ

タデ，ギシギシ，などによって構成されている群落である。

⑪雑草群落（表－5）

人が耕作をする畑地や水田，人の生活する人家の周辺や道路などに多様な雑草群落が見られ

る。下甑島片野浦のサツマイモ畑にはイヌビユ，イヌタデ，ヌカキビ，ニシキソウ，コミカンソ

ウ，マルバツユクサ，スギナ，ハマスケ，キツネノマゴなどの植物が低い優占度で生育してい

る。

瀬々野浦の水田ではハマスケとコツブキンエノコロの優占する群落が発達している。その他の

群落構成種としてシロバナサクラタデ，コゴメガヤツリ，カヤツリグサ，タカサブロウ，ヒデリ

コ，ミゾカクシ，スズメノトウガラシ，トキンソウなどが見られた。

樫木付近の道路沿いではヨモギとメヤブマオの優占する群落が発達している。群落内にはツル

ソバ，ホシダ，ナワシロイチゴ，ツワブキ，ハチジョウススキ，カタバミ，キツネノマゴ，トウ

バナ，ヌスビトノ､ギなどが見られる。

⑫海岸断崖地草原植物群落(表－3）

海岸の岩崖地，岩礫地，傾斜地などにはボタンボウフウ，ホソバワダン，ハチジョウススキ，

ツルボ，キキョウラン，オイランアザミ，サツマノギク，オニヤブソテツ，ノ､マナタマメ，ヘク

ソカズラ，ハマサルトリイバラ，クサスギカズラなどを主な群落構成種とする海岸断崖地草原植

物群落が発達している。

鹿島村藺牟田でサツマノギクーホソバワダン群集について調査された。サツマノギクやホソバ

ワダンの他にハマベノギク，ヤマカモジグサ，コウライシバ，コマツナギ，チガヤ，ボタンボウ

フウ，ツルボなどの優占度が高く，ケカモノハシ，ヒメハマナデシコ，ハチジョウススキ，クサ

スギカズラなどの種群によって群落力構成されている。また，瀬々野浦においても同様の群落を

調査確認した。

鹿島村吹切浦にハマトラノオ群落が発達している。群落の構成種はハマトラノオ，ヤマカモジ

グサ，サツマノギク，ハマナタマメ，キキョウラン，ホソバワダン，ヒメハマナデシコ，ボタン

ボウフウなどである。オイランアザミの優占する群落も瀬々野浦の海岸に発達している。
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⑬海岸砂丘植物群落（表－5）

海岸砂丘地にはハマヒルガオ，コウボウムギ，ケカモノハシ，ハマボウフウ，ハマニガナ，ハ

マグルマ，ツルナ，ハマエンドウ，ハマゴウなどの砂丘植物が生育して様々な群落を形成してい

る。甑島列島には上甑島の里，下甑島の芦浜，長浜，青瀬，手打，片野浦などに砂丘地ｶぎ見られ

る力罫，砂丘植生の発達は貧弱である。片野浦には砂丘草本植物群落のケカモノハシ優占群落やハ

イキビ優占群落，砂丘倭性低木林のチガヤーハマゴウ群集の小規模な群落が発達している。

手打海岸には砂丘草本植物群落のハマヒルガオ優占群落，コウボウムギ優占群落，ツルナ群

落，コウボウシバ優占群落，コウライシバ優占群落，ギョウギシバ優占群落，コマツヨイグサ優

占群落などが小規模ながら発達している。

(執筆者大野照好）
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表－22次林・竹林
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表－3断崖地風衝草原・崖地草原
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林縁・路傍・耕作地植物群落表－6林縁・路傍。
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S川内川流域の植生

(1)はじめに

川内川は源流を熊本県上村に発し，流域を南九州の鹿児島，宮崎，熊本の3県にまたがり，鹿

児島県川内市に流れ下る,流域面積1,600knf,幹線流路延長137knlで筑後111についで九州で2番目
に長い河川である。また流域に大都市がないことから自然植生も豊富に残り日本の河川の中でも

高い自然度が保たれており，九州を代表する河川である。

河川の流域の植物群落には，渓谷林・河畔林等の森林，冠水草原・挺水植物群落・浮水植物群

落・沈水植物群落等の河辺植物群落だけでなく流域に影響を及ぼす森林，河口部の砂丘地植生，

林縁植物群落，路上植物群落を含まれており，河川流域の調査をすることはその土地の植物群落

の種類のほとんどのものを対象とすることになり，北薩の植生分野での把握には不可欠である。

(2)調査方法

植物群落を包括的に把握するには,Braun-Blanquetの全推定法(1964)が適している。種

組成が均一な群落を対象にして，草地は1～10ml,低木林は,10～100m@,高木林は100～400m3

の面積で形状は必ずしも方形枠にこだわらず，群落の分布状態に対応させた調査地点を設定し，

各階層のそれぞれの植物について，被度と群度を測度に基づいて記録した。その他に群落の立地

環境についても（標高，傾斜角度，傾斜方位，土壌，隣接群落，人為の影響等）できるだけ客観

的に記録した。そして，現地調査で得られた調査資料を，ほぼ同じ群落に属すると考えられる資

料にまとめ，群落組成表を作成し既発表の資料を参考にして，群集・群落の区分を行なった。

その後，群落区分と「河川水辺の国勢調査マニュアル」に基づき現地踏査を繰り返し，五千分

の1の現存植生図を作製し，川内川の上流から下流までの植生分布についてまとめた。

(3)調査結果および考察

約800地点の植生調査と既存の資料により，川内川流域では120以上の植生単位が認められた。

（1995川内川の河川水辺の国勢調査）

川内川流域は地形のうえから①上流域，②中流域，③下流域，④ダム湖水域の4つの区域にわ

けられるのでそれぞれの区域の植生分布について報告する。

なお上流域の幹線は熊本県と宮崎県にすべて所属し鹿児島県は含まれない力ぎ，支流の十曽川や

井立田川との関連もあるので報告に加える○

①上流域

幹線の流れるえびの市大河平川上より上流では，河床の傾斜も連続して急になり，淵が少なく

なり代わって瀬が多くなっている。石床より上流ではさらにその傾向が強くなり河床への堆砂は

傾斜の緩くなったところにごく僅かばかりとなり，河床のほとんどｶ罰礫地で上流になるほど直径

が大きくなり，河床は岩角地についには岩地になる。

河辺のほとんどの土地は林業会社の所有で自然植生は破壊されスギ植林地になっている。

上流域の植物群落で代表的なものは渓流辺草本植物群落のアキカサスケ群集とセキショウ群落

である。いずれもそれぞれの種1種が優占し他種の侵入がほとんどないことが共通するが，セキ

ショウ群落は岩地上に，アキカサスケ群集が砂質地あるいは砂礫地上にも群落を形成し，セキ

－79－
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陸

郷
①スギ植林②ミミズパイースダジイ群集
⑤セキショウ群集⑥開放水域

岬〃厘工」又

③ハルニレ群落④アキカサスゲ群集

⑦ヒメウワバミソウーケヤキ群集

－

ショウ群落のほうがより上流まで分布する。

中洲状になった岩砕地で堆砂があるところにはツルヨシが群落をつくることがある。ただし，

中流域に比較して規模も小さく随伴する種も格段に少ない。

河辺林には，標高が300m未満では暖帯性湿生林としてムクノキーエノキ群集が,300から400

m付近では，ハルニレが優占しムクノキーエノキ群集より構成種の少ないハルニレ群落が形成さ

れる。400mを越え700mまでの間にはケヤキカ罫優占しヒメウワバミソウやナツエビネ，トチバニ

ンジンなどを構成種に持つヒメウワバミソウーケヤキ群集が渓谷林として形成されている。湿性

林の上部はアラカシ群落やルリミノキーイチイガシ群集に，渓谷林の上部はイスノキーウラジロ

ガシ群集やモミ群落に接続している。

上記の森林群落は幹線・支流ともほとんどｶ却伐採されスギカざ植林されており，河辺の森林はス

ギ植林だといえる。ハルニレ群落が残存するところは幹線ではえびの市の大河平から苗杉にかけ

て，十曽川では十曽池から1km上ったところ付近で川に沿って幅10m程度の群落が点在してい

る。ヒメウワバミソウーケヤキ群集は幹線ではえびの市のクルソン神社付近に，十曽川では奥十

曽の標高500から600mにかけての川沿いに幅15m長さ20m前後の群落ｶぎ数か所ある程度である。

また林縁部には，イタドリ群落，ウツギーボタンズル群落，マタタビ群落，ニワトコ群落など

もみられ特異な景観を形成している。

②中流域

中流域は，河床の傾斜が緩やかになった，えびの市大河平から下流で，感潮点のある川内市楠

元町までとなる。ただし，鶴田ダムによって形成されているダム湖の大鶴湖の流域は特殊な環境

になるため除外する。

中流域は地形や地理，水流の関係からア激流部イ緩流部（えびの市大河平から大口市曽

木の滝まで）ウ急流部（鶴田町山の神から川内市楠元町まで）の3つの部分に分けられる。

ア激流部

中流部において河床部の傾斜角が急になり流水が河床部を削り取って母岩ｶ叡裸出しているとこ

ろを激流部とする。滝や急な早瀬ｶざ続くところ力笥その対象となる。
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河口起点から38.5km地点の穴川との合流部の宮之城町轟原,44～45km地点の鶴田町神子発電所

周辺，49～51km地点の鶴田町山の神付近,63.5m地点の大口市曽木の滝,78畑地点の菱刈町湯の

尾滝，83.5畑地点の栗野町稲葉崎轟橋付近，90．5～90km地点の栗野発電所から栗野発電所堰にか

けての9地点である。

これらの地点で共通してみられる植生は岩隙地上にツルヨシが長い詞旬枝をのばし，構成種の

少ないツルヨシ群集の典型亜群集で，小院状に群落を形成する。また渓流の岩地・岩隙上には低

木林のネコヤナギ群集がつくられる。流れがやや緩くなり僅かなｶらでも堆砂があるところには

アキカサスケ群集が上流部と同じように現れる。またメドハギートダシバ群落は，陽当たりがよ

く乾湿の差が大きな岩地上に群落を作る力罫，その中で，ヨメナに似る形態のダニガワコンギク

や，イワヒバを組成に持つ群落もある。また菱刈町湯の尾滝では，メドハギートダシバ群落の中

にモジズリカ構成種となったり，ゴキズルの優占する群落や，クワレシダ群落など他の激流地と

は異なった群落がある。またここには国指定の天然記念物のカワゴケソウやチスジノリも生育し

ている。

ツルヨシ群集や，ネコヤナギ群集の後背地の森林のほとんどはスギ植林であるが，傾斜が急な

ところや氾濫によって林床が洗われるような岩礫の沖積地にはアラカシ群落が成立する。岩砕地

などで土壌が深くなったところでは，ムサシアブミータブノキ群集が，また土壌が浅く表土が薄

い斜面には，イチイガシをスダジイ群落が成立している。栗野発電所堰から栗野発電所までの間

にはその典型的な例を見ることができる。

穴川との合流部の宮之城町轟の後背地のように傾斜力罫緩く湿地になっているところでは，ジャ

ヤナギーアカメヤナギ群集が，それよりやや乾燥したところではメダケ群落が成立している。激

流地には沈水植物群落としてカワゴケソウの群落が夏期から冬季にかけて成立する。特に植被率

の高いところとして，穴川，菱刈町の湯の尾，宮之城町の山崎，山崎大橋付近力叡ある。

イ緩流部

中流部の多くはこの緩流部に属する。緩流部は平瀬・早瀬・淵と地形も変化し流路も蛇行し湿

地帯もできる。また支流からの汚水などの有機物の流入もあるが，複雑な地形によって溶存酸素

が増え，活発な好気性バクテリアの分解によって浄化される。地形の起伏に富むところは生物群

集も多様で，川で最も活性のある場所である。

緩流部は，現在では高水敷のある人工堤防のところがほとんどである。

高水敷中に小規模な河跡湖があるところが，左岸の大口市曽木川西付近と，左岸の菱刈町荒田

付近である。このうち大口市曽木川西付近の河跡湖には浮水植物群落としてヒメビシ群落，ホテ

イアオイ群落，沈水植物群落ではホザキノフサモーオオカナダモ群落，挺水植物群落ではヒメミ

クリ群落，マコモ群落，ガマ群落，ヒメガマ群落，水辺植物群落ではアシカキ群落，チゴザサ群

落，アキノウナギツカミ群落，キシュウスズメノヒエ群落，コバノウシノシッペイーチゴザサ群

落などが見られる。このうち，ヒメミクリ群落，ガマ群落は，鹿児島県内では希少な群落であ

る。

高水敷の普遍的な群落として流れの弱い流水中にはホザキノフサモーオオカナダモ群落，挺水

帯にマコモ群集，水際から冠水の頻度の高い位置までには小礫地から砂地であればツルヨシ群

集，細砂地から砂地であればオギ群集が大規模な群落を形成している。ツルヨシ群集やオギ群集

内の凹みのある湿地には，キシュウスズメノヒエ群落，セリークサヨシ群集ミゾソバ群集，ヒ

ロハサヤヌカグサ群落，キシュウスズメノヒエーシロバナサクラタデ群落，それに続いて河畔林
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Fig-2中流域植生配分模式図

鞠 鑓熱学
①ホザキノフサモーオオカナダモ群落②ヤナギタデ群落③ホウキギク群落
④ナガパギシギシーギシギシ群集⑤キシュウスズメノヒエ群落⑥マコモ群集
⑦ツル ヨ シ 群 集 ⑧ オ ギ 群 集 ⑨ ミ ゾソパ群集⑩セリークサヨシ群集
⑪ジャヤナギーアカメヤナギ群集⑫セイタカアワダチソウ群落⑬チガヤ群落
⑭ギョウギシパーヤハズソウ群落⑮オオパコークサイ群落⑯ゴマクサーヤマイ群落
⑰ニワホコリーカゼグサ群集⑱テンツキーハリコウガイゼキショウ群落

のジャヤナギーアカメヤナギ群集，冠水の頻度ｶざ小さくなるところにはセイタカアワダチソウ群

落やタチスズメノヒエ群落が大面積現れる。その接線上にヤマアワ群落が形成されているところ

も吉松町より上流部にある。年に数度刈り込みをするところにはチガヤ群落が形成され，その頻

度が高くなるとシバ群落に変わる。高水敷の堤防よりのやや乾性的な土地ではギョウギシバーヤ

ハズソウ群落,カワラケツメイ群落，ホソムギーカモジグサ群落，これらの群落にあって踏圧の

あるところには，ニワホコリーカゼクサ群集やオオバコークサイ群落，轍（わだち）によってで

きる湿地などにはゴマクサーヤマイ群落など力叡形成されている。

また人工堤防の斜面は，チガヤ群落のところが多く，春先にはヒメジョオンの群落となるとこ

ろも多いがその構成種に吉松付近ではカワラハハコ，ワレモコウなどが入ることがある。

高水敷の群落で環境保全上重要なものにジャナヤナギーアカメヤナギ群集があるが，栗野町稲

葉崎から田尾原付近にかけてと，菱刈町湯之尾付近，えびの市飯野の対岸ではよく発達し群落の

高さが12mを超えるものもあった。

またセイタカアワダチソウ群落と同じ帰化雑草群落としてやや乾いた小礫地にブタクサ群落

を，壌土上にヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落を，砂質土壌上にシナダレスズメガヤ群

落，タチスズメノヒエ群落，オオクサキビ群落ｶぎみられる。また，鶴田ダム湖では大面積を占め

るメリケンムグラ群落は大口市曽木の下殿橋付近より下流では，小規模な群落として確認でき
た。

緩流域でも人工堤防でなく自然堤防になっているところが僅かばかりある。羽月山との合流部

の右岸の大口市下殿付近，栗野町稲葉崎の轟橋の上，吉松町と栗野町との境界付近の右岸などで

ある。そこはツルヨシなどの冠水草原に続いて湖畔林のジャヤナギーアカメヤナギ群集，そのあ

とに暖帯性湿性林のムクノキーエノキ群集の小規模な群落になっている。ムクノキーエノキ群集

の群落のなかには，胸高直径力ぎ50cmを超えるエノキ，ムクノキの大木もあり，また組成的にも，

キチジョウソウ，コブシなどを含み非常に貴重な群落が形成されている。

また，自然堤防上にメダケ群落，ホテイチク群落，マダケ群落などの竹林が形成されていると

ころもあるが，下流に多いホウライチク群落はほとんど見ない。
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ウ急流部

急流部は河口起点より49k'Ilの鶴田町山の神より下流で,22伽の川内市楠元町までのうち河床部

が岩盤あるいは岩角地の激流域を除いたところである。この区間27kmは標高60mから0mまで

徐々に下るところで宮之城町山崎までは早瀬のところが多く自然堤防のままのところが多い。下

流になるほど傾斜は緩くなり31km地点の宮之城町山崎からは，緩流域となり川は蛇行を繰りかえ

しそのため洪水対策として高水敷のある人工堤防が造られている。

早瀬には流水辺植物群落のアキカサスゲ群集，セキショウ群落力欝見られる。またそれに接して

河床が小礫地から岩角地のところではツルヨシ群集が主として見られるが，緩流域で大面積見ら

れたオギ群集は確認されない。自然堤防上は自然植生は少なくスギ植林がほとんどである。乾性

的な立地にはスダジイ群落，湿潤な立地にはジャヤナギーアカメヤナギ群集，砂質沖積土壌上に

はムクノキーエノキ群集が見られる。また代樹直生としてマダケ群落，メダケ群落，ホウライチ

ク群落，モウソウチク林などの竹・笹群落も見られる。

鶴田町山之神付近は河崖となりその際を道路が走っているため伐開地となりそこにクズ，ニガ

カシュウ，ノブドウ等の優占する林縁植物群落が発達している。鶴田町城内の城内川との合流点

では，ホウライチク群落がよく発達している。また規模の大きなクワレシダ群落もある。

宮之城町湯田にはツルヨシ群集の大群落とその群落中の岸寄りのところに小規模なヨシ群落が

あった。また高水敷には緩流域と同じようにシロバナサクラタデ群落，ギョウギシバーヤハズソ

ウ群落，タチスズメノヒエ群落などがあり，またコンクリートの割れ目からしみだしている湿地

にはメドハギートダシバ群落，ゴマクサーヤマイ群落を確認した。その群落中にミミカキグサが

多数個体見られた。

36knl付近では川が大きく蛇行している。その左岸つけねのところには，沼が形成されており，

せき止め部はツルヨシ群集，水域にはヒシ群落，その後背地は群落の高さが13mを超えるよく発

達したジャヤナギーアカメヤナギ群集となっている。

33伽付近は谷あい部になる。所々に奇岩が水中から飛び出し幽玄な景観をもつ。その岩地上の

乾湿の差が大きなところにはメドハギートダシバ群落力：30から60%の植被率で出現する。ダニガ

ワコンギクやイワヒバ，ヤマラッキョウ，リンドウの被度の高い部分もある。河崖の岩から水が

樛みだしてくるところにはハチジョウカグマ（＝タイワンコモチシダ）やキレバチダケサシの優

占する群落も確認された。

宮之城町山崎より下流は，河床の傾斜も緩くなり，川は大きく蛇行を繰り返すところである。

この緩流部は，大口市曽木の滝からえびの市までの緩流域とほとんど同じ植物群落からなってい

る。ツルヨシ群集，急流部に少ないオギ群集，ジャヤナギーアカメヤナギ群集を主体にして，高

水敷にはギョウギシバーヤハズソウ群落などが発達する。

宮之城町二渡から須抗にかけては流速も緩やかになりオオカナダモの大群落力欝河岸寄りに形成

されている。また，宮之城町と東郷町の町界付近には河跡湖があり水域にはヒシ群落，水辺湿地

にはジャヤナギーアカメヤナギ群集が発達し，林縁部にはクワレシダ群落，カナムグラ群落があ

る。

③下流域

下流域は海水の影響を受ける流域である。その影響の強さによりア海水域（海水がそのま

ま押し寄せてくる)，イ汽水域（海水と淡水の入り混ざった潮が毎日流入する)，ウ感潮域

（低水敷の深部に海水が侵入することが稀にある）に区分する。
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ア海水域

海水域は直接海水の押し寄せてくるところで，川内川の河口部が海に向かって開いているとこ

ろである。地理的には河口より1km地点までの，左岸では川内市久見崎町の河口大橋まで，右岸

では川内市湊町の京泊付近力叡あたる。植生的には砂丘植生を含むところとなる。

この地域の水際は，ほとんどコンクリート護岸で覆われ辮直生になっている。護岸堤防の外側

の消波ブロックの間にある堆積砂上に，枯れ木や海藻の植物遺体などの有機物の堆積があるとこ

ろでは，海岸砂丘先駆1年生草本植物群落のツルナ群落がわずかに見られる。

コンクリート堤防上にはエビズル群落，ハマエンドウーテリハノイバラ群落，コマツヨイグサ

群落も見られる。コンクリート護岸の陸側で未舗装の道路に隣接する所では砂が堆積し，倭性低

木林のチガヤーハマゴウ群集も見られる。さらにその内陸側はクロマツ群落となっている所も多

いo

河口部の原子力発電所近くの砂丘地では，砂丘地植生の帯状分布が見られる。先端部を砂丘草

原のハマグルマーコウボウムギ群集，コウボウシバ群落，続いてハマグルマーケカモノハシ群

集，砂丘倭性低木林のチガヤーハマゴウ群集，海岸性低木林のマサキートベラ群集，アキグミ群

落，その中にハマエンドウーテリハノイバラ群落もみられ，クロマツ群落へと続いていく。

イ汽水域

汽水域は毎日の定期的な干満によって淡水と海水が入り混じるところである。そのため粘土が

海水の金属イオンによって凝析し，塩性湿地＝塩沼地がつくられる。地理的には，河口部起点よ

り1から8kmまでで，左岸は久見崎町の河口大橋から高江町の猫岳まで，右岸は船間島から五代

町下五代までである。この水域はほとんど力ぎ人工堤防でコンクリート護岸のところも多い。

地形的には，砂丘地と塩沼地を含む範囲となるが，その後背地は湿地となっているところもあ

る。

砂丘地は倉ノ浦付近で，潮線上に有機物の堆積があるところには，鹿児島県内では希少なオカヒ

ジキの群落ｶある。またツルナ群落，ママコノシリヌグイ群落，ケアリタソウ群落も見られる。

砂丘地植生の帯状分布も不完全ながらありハマグルマーコウボウムギ群集，ハマグルマーケカモ

Fig-3下流域植生配分模式図

一
皿 ③④⑤④⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭④⑮⑯

①ナガミノオニシバ群落②シオクグ群集③シチトウイ群落

⑥カモノハシ群落⑦ススキ群落⑧キシュウスズメノヒエ群落

⑩ヒメガマ群落⑪ヒシ群落⑫アオウキクサ群落

⑭ミゾソパ群集⑮ジャヤナギーアカメヤナギ群集

④ヨシ群落⑤アイアシ群集

⑨マコモ群集

⑬ホザキノフサモーオオカナダモ群落
⑯エノキームクノキ群集
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ノハシ群集，チガヤーハマゴウ群集，ハチジョウススキ群落，マサキートベラ群集も認められ

た。マサキートベラ群集はコクテンギを組成に持ち岩地上に成立していた。

塩沼地は，海水の流れの影響をいくらかうける砂地から砂泥地のところの右岸・左岸の3km付

近に見られる。船間島には，ナガミノオニシバ群落が形成されている。船間島の東岸や小倉町の

ように泥湿地になった入江状の所では，シオクグ群集，アイアシ群集，カモノハシ群落，ヨシ群

落，低木林のハマボウ群集が帯状に分布している。全国的にもこのような塩沼地は少なくまた水

鳥の採餌場としても重要な場所である。また五代町下五代や小倉町では，礫状地になったところ

や岩隙地の割れ目の中にシチトウイ群落が見られる。

湿地帯は，川内川水系に注がれる支流（久見崎川，小倉川，原田川，倉ノ浦の小河川）周辺と

小倉町の高水敷に囲まれたところと長崎排水機場にある。湿地帯で流水のある所には，キシュウ

スズメノヒエ群落，ケイヌビエ群落，ミゾソバ群集，ジャヤナギーアカメヤナギ群集力ぎ発達す

る。停滞水になっている湿地は，挺水植物のヒメガマ群落，ヨシ群落，沈水植物のホザキノフサ

モーオオカナダモ群落，浮葉植物群落のヒシ群落，コバノヒルムシロ群落など力：見られる。この

うち河口部に最も近い久見崎川の湿地帯は，塩沼地植生のシオクグ群集，アイアシ群集，カモノ

ハシ群集，ヒトモトススキ群集，ハマボウ群集が見られる。また倉ノ浦の湿地のなかのヨシ群落

とジャヤナギーアカメヤナギ群集の広さは川内川流域でも最大規模である。

小倉町，高江町の高水敷上に冠水草原がある。貧栄養な立地には，ホウキギク群落，イガガヤ

ツリ群落，ギョウギシバーヤハズソウ群落，カワラケツメイ群落，富栄養になるにつれタチスズ

メノヒエ群落，セイタカアワダチソウ群落，ナガバギシギシーギシギシ群集が見られる。

ウ感潮域

感潮域は，汽水域から大潮の満潮のときの海水面の高さと河床部が同じ標高になる地点までで

ある。地理的には，川内市高江町の猫岳と五代町下五代を結ぶ線から上流の川内川河口起点より

20km地点の川内市楠元町と，東郷町五社下を結ぶ地点までである。植生的には耐塩性のある植物

がその構成種となっている群落があるところまでである。

感潮域では，高水敷のある人工堤防で囲われたところが多いが，自然堤防＝河崖となっている

ところもある。

高水敷のある堤防の法面には，チガヤ群落，シバ群落，イタドリ群落，など力雰多い。チガヤ群

落の中には，スイバや，ヒメジョオン，ノアザミ，ワラビの被度が高い植分が現れる。川内市宮

里町付近には，クコ群落も点在する。

高水敷の中で冠水がほとんどなくやや乾燥しているところには，ギョウギシバーヤハズソウ群

落，カワラケツメイ群落，セイタカアワダチソウ群落，シナダレスズメガヤ群落力ざ，また踏圧の

あるところではニワホコリーカゼクサ群集ｶぎ，少し湿るとオオバコークサイ群落が見られる。東

郷町斧渕では，アメリカフウロ群落，ウマゴヤシ群落，マンテマ群落などが見られた。

高水敷でも定期的に冠水がありやや肥沃なところには，冠水草原植物群落が発達する。水辺に

遠いほうからオギ群集，ヨシ群落力欝立地する。（ヨシ群落はこれより上流では少なくなる｡）特に

川内市白浜町ではよく発達している。

湿地帯には低層湿原，冠水草原の植物群落が分布する。川内市白浜町では，止水域にイ群落，

アシカキ群落，チゴザサ群落，ヒメガマ群落が見られた。流水辺には，タコノアシ群落，ミゾソ

バ群集が感潮域を点々と分布する。なおタコノアシ群落が感潮域を特徴づける植生と思われる。

冠水草原中に凹みがあり，増水の後有機物が溜まるような富栄養化したところでは，セリーク
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サヨシ群集，カズノコグサーカワジサ群集が形成される。

河畔林のジャヤナギーアカメヤナギ群集はこの区域にも点在する。規模の大きなところは少な

いが，川内市白浜町，東郷町釿，川内市楠元町の河崖になったところのテラス状の張り出し部に

は比較的広く分布している。

自然堤防になっているところにはスギ植林，メダケ群落，スダジイの2次林が多く，楠元町，

東郷橋付近には大規模なホテイチク群落やメダケ群落力ざある。この群落中や林縁部にはウスギモ

クセイやマイヅルテンナンショウも点在している。

④ダム湖水域

ダム湖水域は，鶴田ダムによって形成される大鶴湖周辺域である。鶴田ダムは，標高60mの所

にあり，最低水位は130m,満水位は160m,有効貯水量7,750万トンで，宮崎の一ツ瀬ダムにつ

いで九州第2位の規模を持つ。最低貯水位は，季節によって変動し夏期の洪水期は131.4m,冬

期の非洪水期は144.5mに設定されている。そのため夏期の低水位期と，非洪水期の満水位期と

の差は約30mに達する。

植生の面から鶴田ダム湖水域をア開放水面域イ夏期の低水位線から満水位線までウ満水

位線以上に分画できる。

ア 開放水面域

鶴田ダム湖の開放水域に繁茂する浮水植物群落としてホテイアオイ群落がある。夏期に発達す

る群落で鶴田ダム湖でもかつては大きな群落があったと聞く力餅，調査時には最大で10m3,植被率

が30%前後で，湖水面の周辺部や入江状になったところに点々と散在していた。

イ夏期の低水位線から満水位線まで

鶴田ダムでは，夏期には洪水対策として6月頃水位を130mまで落とした時，ダムの法面に裸

地を生ずる。日本の多くのダム湖においては，洪水期の間痛々しく裸出した茶褐色の土堤がダム

の景観を損ねていてその対策を問われている。

鶴田ダム湖内では，緑鮮やかである。岩角地で乾燥し貧栄養な斜面上部から湿潤でたびたび冠

水する斜面下部までびっしりとメリケンムグラが優占する大群落をつくるからである。メリケン

ムグラは6月に発芽，地上枝を伸ばして生長し，8月には白い花を咲かせ実を付け大群落を形成

する。曽木の滝の下から鶴田ダムまでの間のほぼ90％以上がこの群落になっている。

日当たりの悪い北側斜面の上部の満水面近辺には，ダンドボロギクーベニバナボロギク群集が

現れるところもある○本群集は，一般には伐採跡地に分布するが，満水時に水没し木本植物が侵

入できない土砂崩壊のある所に群落を形成し毎年更新されていく。

斜面の窪地や島状になったところや，斜面から続く平坦地状になったところには，ギョウギシ

バ群落が10m2の規模でメリケンムグラ群落の中に点々と現れる。

大口市西の山付近は，上流からの堆砂で肥沃な湿地帯がつくられている。そこには,400m3程

度の規模で植生の高さが180cmのよく発達した1年生草本群落のケイヌビエ群落があった。支流

との合流部には，肥沃な土壌が堆積しミズハナビ（ヒナガヤツリ）群落や帰化植物のカッコアザ

ミ群落，ツルノケイトウ群落があり，その斜面は広くメリケンムグラ群落に囲まれている。

曽木の滝の下の北側斜面で岩角地で堆砂の僅かにあるところにはスギナ群落が見られる。また

日当たりのよいところは，メヒシバの優占する群落もみられる。

曽木の滝の下の両岸0.5～1畑の範囲で，肥沃な堆砂がある斜面部には，高さ2mに達するオ

オナモミ群落が見られる。幅5m前後，長さは数100mに及ぶ大群落である。この群落は，ダム
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① ミ ミ ズ パイースダジイ群集④オナモミ群落

②ダンドポロギクーペニパナポロギク群集⑤水テイアオイ群落

③メリケンムグラ群落⑥ケイヌピエ群落

⑦ギ■ウシパ群落

⑧セイタカアワダチソウ群落

⑨アカメガシワ群落

に注ぎこむ支流でも点々とみられるがここほどの規模，群落の高さには発達しない。

③満水位線以上

満水位線以上の標高のところは，ほとんど森林となっている。森林はコジイ，スダジイの優占

林と，アラカシ群落，スギ・ヒノキ植林地がほとんどである。

スダジイ・コジイの優占する林分のうちそのほとんどは，イチイガシを伴った群落である。曽

木の滝下の左岸の急崖地にはアラカシの優占するアラカシ群落が見られる。右岸域に道路力罫つい

ていないので調査していないが同様な群落の存在を湖水面から確認できた。

道路崖下には，道路工事で堆士のあったところにイイギリ群落もみられる。既に群落の高さも

15mを超え工事からの時間がしのばれる群落である。また，右岸の満水線直近部には，ジャヤナ

ギーアカメヤナギ群集が点在する。通常のジャヤナギーアカメヤナギ群集と異なり夏期に地下水

位力欝高くなり乾燥するため構成種力釘多く湿潤地とやや異なる群落である。

毎年の湛水によって地盤が弱くなり，土砂崩壊を起こしたところもある。そこには満水面より

上部に帯状にメドハギートダシバ群落，セイタカアワダチソウ群落，カラスザンショウ，アカメ

ガシワ，クマノミズキなど先駆性落葉広葉樹の優占するカラスザンショウ群落，イチイガシを含

むスダジイ群落が見られる。カラスザンショウ群落の中にはウスギモクセイもかなりの個体数で

混じっている。

(4)終わりに

川内川は流域に大都市がなく，山地や田園が主だったため洪水でも人的被害が少なく，都市要

塞状のコンクリートで塗り固められた護岸は少なく，地形を生かした治水事業が取り入れられて

いる。そのため，日本でも自然植生も多く残されている河川の1つとなっている。そして，それ

は日本の他の河川が失った植物群落も多く含んでいる。

上流域のヒメウワバミソウーケヤキ群集やハルニレ群落，中流域のジャヤナギーアカメヤナギ

群集，下流域のハマボウ群集をはじめとする河辺林は全国的にも数少なくなった貴重なものとい

える。また草原でも，上流から中流に多いツルヨシ群集，中流から下流のオギ群集，下流域のヨ

シ群落，ハマグルマーコウボウムギ群集やハマヒルガオーオカヒジキ群集などの砂丘地植生，シ

オクグ群集やアイアシ群集などの塩沼地植生はかつて西日本では普遍的な自然植生だったが，現
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在では激減しており，川内川は群落の規模やその植生単位の多さでは群を抜いている。特にタコ

ノアシ群落，ガマ群落，ヒメミクリ群落，クワレシダ群落，多数のミミカキグサを含むゴマクサ

ーヤマイ群落などは希少なものである。川内川の沈水植物群落はその質においてまた豊かであ

る。コバノヒルムシロ群落や，全国的にも稀有な植物で国の天然記念物になっているチスジノ

リ，カワゴケソウも季節によっては群落を形成している。

河辺の植物群落のもつ役割は多様である。昆虫や魚類，鳥類だけでなく私たちの生命を守りは

ぐくんできた。私たちの生命を守る上からもこれらの貴重な植物群落を次代に引き継ぎたいもの

である。
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